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一般社団法人 日本病院会 副会長
医療法人社団 大坪会 北多摩病院 院長

昭和23年11月15日

昭和49年9月30日　東京大学医学部医学科　卒業

昭和49年12月	 東京大学医学部附属病院研修医

昭和50年12月	 竹田綜合病院外科医員

昭和52年12月	 東京大学医学部附属病院医員

昭和55年2月	 厚生技官国立国府台病院外科

昭和56年2月	 文部教官助手東京大学医学部外科学第二講座

昭和59年9月	 社会保険中央総合病院外科医長

昭和62年4月	 社会保険中央総合病院外科部長

平成元年9月	 文部教官講師東京大学医学部外科学第二講座

平成7年11月	 文部教官助教授東京大学医学部外科学第二講座

平成8年4月	 社会保険中央総合病院副院長、東京大学医学部院外講師

平成21年4月	 社会保険中央総合病院病院長

平成26年4月	 独立行政法人地域医療機能推進機構　東京山手メディカルセンター院長

	 （運営移管のため、病院名改称）

平成30年4月	 医療法人社団	大坪会	北多摩病院	院長

消化器外科学、内視鏡外科学、超音波医学

中央社会保険医療協議会委員（平成23年（2011）10月～平成29年（2017）10月）

日本臨床外科学会会長

日本内視鏡外科学会技術認定制度委員会アドバイザー

外科系学会社会保険委員会連合（外保連）処置委員会委員

日本診療情報管理学会　理事

日本外科学会	指導医、専門医

日本消化器外科学会	指導医、専門医

日本超音波医学会	指導医、専門医

日本病院会	副会長

日本医業経営コンサルタント協会	理事

日本医療機能評価機構	評議員

日本医師会	医業税制委員会	委員

生年月日

最終学歴

略　歴

専　門

厚生労働省関係

学会関係

病院関係役員等
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一般財団法人医療関連サービス振興会
第３０回シンポジウム

「新しい生活様式」を支える医療のあり方と
医療関連サービス事業の役割

「Withコロナ時代の病院経営」

医療法人社団大坪会北多摩病院
万代恭嗣

（日本病院会副会長）

本日の内容

これまでの社会保障政策と底流
社会保障国民会議
社会保障制度改革国民会議
経済財政運営と改革の基本方針

医療を取り巻く環境の変化
特に、少子高齢化、シニア層の労働人口

新型コロナウィルス感染症の病院経営への影響
Withコロナの時代を迎えて
Withコロナ時代における病院の在り方

22021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」
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平成２３年６月３０日政府・与党社会保障改革検討本部決定

42021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」

社会保障制度改革の底流
2008（平成20）年1月25日社会保障国民会議

社会保障のあるべき姿について、国民に分かりやすく議論を行うことを目的

2009（平成21）年9月16日民主党政権

2010（平成 22） 年 10 月 28 日政府・与党社会保障改革検討本部（内閣総理大臣
の下）
社会保障改革の全体像については、政府・与党が一体となって、サービスの水準・内容を含め、
国民に分かり易い選択肢を提示。財源確保についても一体的に議論。

2012（平成24）年12月16日第46回衆院選（定数480）で自民党が大勝

2012（平成24）年8月22日社会保障制度改革推進法

平成24年11月社会保障制度改革国民会議を設置（内閣）
平成25年8月5日までの20回に亘る会議ののち、報告書

2014（平成26）年6月18日 （いわゆる）医療介護総合確保推進法
2015（平成27）年5月27日 医療保険改革関連法
2017（平成29）医療法改正
2019 & 2020 経済財政運営と改革の基本方針

2021/2/5 3一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」
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2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 6

52021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」
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2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 8

令和2年8月24日 第75回社会
保障審議会医療部会資料１

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 7
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少子高齢化への対策①

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 10

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article
/20120425-OYTEW51671/

医療を取り巻く環境の変化
特に、少子高齢化、シニア層の労働人口

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 9
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シニア層の労働人口
労働人口に占めるシニア層の
割合は着実に高まっている。
総務省の労働力調査によると、
65歳以上の労働人口は2017
年に820万人を超え、10年前
と比べると1.5倍に増加。全
体に占める65歳以上の割合も
12.2%と過去最高の更新が続
いている。2030年に2割を超
えるとの試算もある。
一方で、シニアは認知機能や
体力面で劣り、若い従業員と
のコミュニケーションでトラ
ブルを起こしやすいとの見方
は根強い。そのため「積極的
に受け入れる企業ばかりでは
ない」。

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 12

少子高齢化への対策②
権丈善一・慶応大教授は、「視点を変えて、社会全体で就業者１人が何人の非
就業者を支えるかを見ると、１人程度でこの数十年間ほぼ安定し、将来もあま
り変わらない。実態としては、若い世代の将来の負担が何倍にもなるわけでは
ない」と、話す。
子供なども含めて広く扶養の負担を見ると、高齢者が増える一方で子供が減り、
従来はほぼ一定。今後は高齢者が急増するが、女性や高齢者の就労拡大が見込
まれる。09年の年金財政検証で用いた就業率の見通しでの試算では、50年で
も就業者１人が支える人数は１・１人程度で、今の１割増しにとどまる。

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 11
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人口の将来推移

14

青森・栃木・岡山・愛媛東京・神奈川・愛知・大阪

国際医療福祉大学 石川ベンジャミン光一教授資料公開サイト
Tableau＜ https://public.tableau.com/profile/kbishikawa#!/＞

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 13

「2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」に基づく
マンパワーのシミュレーション

平成30年5月25日第112回社会保障審議会
医療保険部会参考資料1-2
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7領域における患者推計（二次医療圏毎）

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 16

県東

県北

両毛

県西

県南

宇都宮

7領域における患者推計

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 15
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新型コロナ感染症の病院経営への影響
3病院団体調査
中医協データ
ベンジャミン石川先生データ

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 18

７５歳以上高齢者の増加に伴う医療の変化
７５歳以上の高齢者が増えることにより、医療界が直面
する高齢者医療の問題とは、多くの疾患と愁訴（老年症候
群）を抱えた要支援・要介護の高齢者を対象とする医療需
要が増加することにある。そのような高齢者医療は治療よ
りは生活支援が中心となることが多く、退院までに時間を
要する退院困難患者となる。傷病のみに着目して医療目
標を定める従来の医療ではなく、全体の病態や患者の生
活などを総合的に考慮した医療目標を設定して対処する
ことが高齢者医療においては必要である。生産年齢層を
対象とした従来型の急性期医療では高齢者医療の問題
は解決できない。

（日本病院会相澤孝夫会長）

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 17
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20

新型コロナウイルス感染拡大による病院経営状況の調査 2020.11.5

平均病床数：289 n=1,059
（単位：千円） 全国
※数値は平均値 2019年 2020年 前年比

医業収益 3,563,045 3,318,888 -6.9%
入院診療収入 2,355,187 2,194,572 -6.8%
外来診療収入 1,030,662 972,568 -5.6%
健診・人間ドック等収入 64,722 49,273 -23.9%
室料差額・その他医業収入 112,474 102,474 -8.9%

医業費用 3,556,133 3,508,508 -1.3%
医薬品費 595,525 575,898 -3.3%
診療材料費 376,198 350,235 -6.9%
給与費 1,775,740 1,785,825 0.6%
その他経費 808,669 796,550 -1.5%

医業利益 6,911 -189,620
医業利益率 0.2% -5.7%

19

新型コロナウイルス感染拡大による病院経営状況の調査 2020.11.5

新型コロナウイルス感染拡大による病院経営状況の調査

（（（202020202020年度第年度第年度第22222四半期）

一般社団法人日本医療法人協会

公益社団法人全日本病院協会

一般社団法人日本病院会

1,533/4,410 34.8%
日病 1,029/2,460   41.8%
全日 429/1,699    25.3%
医法協 90/335      26.9%

【前回】公表1,459/4,496 32.5％
最終1,481/4,496 32.9％

日病 931（37.8％）
全日 450（26.8％）
医法協 108（30.8％）
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保険者別医療費の前年比較①

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 22

国際医療福祉大学ベンジャミン石川光一教授より

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 21
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WITHコロナの時代を迎えて

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 24

保険者別医療費の前年比較②

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 23

①と②を合せて、3,916億円
（11.8%の減少
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日本経済研究センター 中期経済予測 2020/7/1 第47回

実質国内総生産(GDP)が
新型コロナウイルスの感
染拡大前(2018年度)の水
準に戻るには24年度まで
かかると分析した。20年
度の日本の成長率は急落
を予測する｡20年度中に国
内でコロナ危機が収束す
る｢標準シナリオ｣では､21
年度から経済が回復し始
めるものの､コロナ拡大前
の水準に戻るのは24年度
になる。
Cf. 人口構造問題が重要と
なるのは25年から。

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 26

（2020/3）

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 25
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2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 28

コロナ後に観光で行きたい都道府県ランキング

行きたいと思わない人が半数

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 27

ブランド総合研究所
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Withコロナ時代における病院の在り方

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 30

コロナ感染症蔓延で病院の患者が減少した原因
1．外来患者の減少

診療所の患者減少→病院への紹介患者の減少
健診の中止→健診結果による検査･治療の減少
コロナ感染のリスクが高い検査を延期･中止
患者の受診控え(三蜜を避ける｡コロナへの恐怖心）

2．救急患者減少
受診控え(コロナ感染リスクの回避）
自粛による身体･社会活動の制限

けが･骨折･交通事故･スポーツ障害などの外傷の減少
内科系救急患者の減少(コロナ感染リスクの回避）
観光客･旅行者の減少(山岳遭難､交通事故などの減少）

3．入院患者の減少
紹介患者の減少、診療所の患者減少→病院への紹介患者の減少
健診の中止→健診後の入院検査､手術の減少
予定手術患者の手術延期(コロナ感染リスクの回避）
患者の治療法､傷病療養の選択を変更(コロナ感染リスクの回避）

4．コロナ対応病床の確保による稼働病床数の減少

しかし、一般の医療を止めるわけにはゆかない。

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 29
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舞鶴市の地域医療再生に向けた取り組み
多々見良三先生
昭和51年金沢大学医学部卒業
平成17年舞鶴共済病院病院長
平成23年舞鶴市長

市民病院問題の長期化、人口の減少
•平成19年「舞鶴地域医療あり方検討委員会」
「公的4病院を1、2にすることが望ましい」の答申
•平成22年地域医療再生基金25億円交付決定
•病院減数への協議難航

新たな取り組み
病院間循環バス
病院間ネットワーク
初期研修共同プログラム
病院間・診療科間の応援態勢

2021/2/5 32一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」

地域医療連携推進法人
○生まれた背景

2013年4月、当時の社会保障制度改革国民会議の資料における「新型医療法
人（例えば、非営利ホールディングカンパニー）」が初出。
2014年 1月、ダボス会議での安倍晋三首相の演説

「日本にも、メイヨークリニックのようなホールディングカンパニー型の大規模医
療法人ができてしかるべきだから制度を改めるように」。

厚生労働省「医療法人の事業展開等に関する検討会」
第７次改正医療法に地域医療連携推進法人の創設が織り込まれることに。

○地域医療連携推進法人の設立構想の進捗状況
2017年4月の施行
岡山市の6病院による連携推進法人の設立構想

岡山大学病院、岡山市民病院、岡山ろうさい病院、岡山赤十字病院、岡山済生会総
合病院、岡山医療センター。

その他のパターン
総合病院同士のグループ化による機能分担・業務連携

大学病院、市立病院、独立行政法人立病院等
地域の中堅病院の間での診療科目の分担・職員の相互交流等の連携

中規模の医療法人等
総合的なコールセンターの設置・連携促進

医療法人、社会福祉法人等

31
患者の病態病期に応じた現場レベルでの連携ではなく、経営レベルの連携

一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」2021/2/5
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地域医療システムのあり方医療科学江川寛編修より

地域住民は高度に専門的な医療から日常的な医療、在宅サービスや健
康相談に至る多種多様なニーズを有している。これに対して、日常的
で頻度の高いニーズには多くの近隣型施設を、希少なニーズには拠点
ごとに充実した広域型施設を配置し、住民にはアクセスの利便、施設
には患者確保の可能性を保証するのが、地域医療システムの基本的な
考え方といえる。

（１）近隣型医療施設（地域密着型病院、分散型）
罹患率が高く治療法も確立した、いわゆるcommon diseaseを扱う医療施設
は、限られた範囲から高密度に患者を集めており、その診療圏は狭い。こうし
た疾病の患者はアクセスを重視して住居近くの施設を利用することが多い。

（２）広域型医療施設（基幹型病院、集約型）
高度で専門的な医療を扱う医療機関は、広い診療圏を有している。こ
うした医療を必要とする患者は広く薄く分布するが、アクセスの利便
性よりも機能を重視して選択する。

（３）混合型医療施設＊（地域によっては混合型も必要？）

2021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」 34

（病院の機能分化の考え方）

岡山県真庭市金田病院と落合病院
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真庭市は日本の最先端！
金田道弘理事長

（社会医療法人緑壮会金田病院）

人口46,124人。高齢化率36.6％（平成２7年）

かつて、住民から「川中島の戦い」
病院機能や設備等で競合
↓
現在は、協定を結んで、診療機能の役割分担
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地域における持続可能性を考える。
まちづくりへ参画、あるいは主体となる。
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週刊東洋経済「特集病院が消える」2019.2.9号
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本日のまとめ

・社会保障制度改革、医療政策、の方向性は変わらないと
考えられる。

・少子高齢化が進むが、女性やシニア医師の働き方が解決
策の一つとなり得る。

・コロナ禍の影響は、人々のマインドを変えており、病院
においてもその影響は多大である。

・Withコロナ時代は、
2035～40年あるはその先の人口減少問題を、すでにそこに来ていると眼
の前に突きつけた。
あらゆる連携が必要である。
病院でのみの医療を提供していれば良い時代は終った。

・真（新？）の病院力が試される時代に突入した。

“外に出よう!!”
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ご静聴ありがとうございました。

412021/2/5 一般財団法人医療関連サービス振興会「第３０回シンポジウム」

−129−


